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内容
【衛星SARによる１９基のダムでの外部変形計測】 【衛星SARによる貯⽔池斜⾯の計測】
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【概要】
・貯⽔池斜⾯の変動領域の視認が容易な解析パラメータを事前に検討。
・現地踏査等で変状が確認されていたが、変動領域全体の推定が困難
だったダムを対象とし、⼲渉SAR解析を実施。

【概要】
・国交省等が管理する19基のロックフィルダムを対象に⼲渉SAR解析を実施。
・光波測量・GPSによる既存の実測データと⽐較。
・堤体の局所的変状の検出に適した解析パラメータを事前に検討。

樹⽊の傾き
道路のクラック

道路の⽩線のずれ 貯水池 橋梁のジョイントの段差

・ロックフィルダム堤体については既往の地上測量やGPS計測と遜⾊のない精度で計測が可能
・貯⽔池斜⾯の監視にも活⽤が期待できる
・既存⼿法との組合せによるダムの安全管理の合理化に寄与するよう、衛星SARを活⽤した変位計測マニュアルの整備を進めていきたい

まとめ

背景・⽬的

衛星SARによるダムの変位計測の概念図

・管理対象ダムの増加
・⼤規模地震など災害後の迅速な被害把握

衛星SARによるダムの変状を広域かつ
早期に検知する変位モニタリング⼿法の開発
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測量・GPSを組合せ

将来像

衛星SAR

衛星SARにより全ての堤体と
貯水池斜面を常時監視

ダムの変位計測の将来イメージ

結果
【衛星SARによる１９基のダムでの外部変形計測】
●計測結果からの⼀部抜粋

⼲渉SARにより推定される概
略の変動領域と変動⽅向
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【衛星SARによる貯⽔池斜⾯の計測】
●計測結果

・19ダム中12ダムで、光波測量・GPSとの誤差が5mm程度以下
・誤差が上記より⼤きくなった事例ではその要因を分析した
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・衛星視線⽅向と斜⾯の実際の変動
⽅向から想定された変動領域

Aダム

※衛星からの電波の⼊射⽅向と堤体表⾯の傾斜⽅向の関係、等

・現地踏査で把握している変動領域
については、変動を確認した


